
著
者
は
眼
科
専
門
医
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
有
力
な
仲
間
で
あ
る
。
日
常

の
多
忙
な
診
療
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
民
俗
学
的
な
い
し
医
史
学
的
な
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
精
力
的
に
行
っ
て
、
多
岐
に
わ
た
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
の
一
端
と
し
て
民
間
医
療
信
仰
に
つ
い
て
調
査
し
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら

足
か
け
三
年
間
に
わ
た
り
、
京
都
府
保
険
医
新
聞
に
連
載
し
て
き
た
。
こ
れ

を
整
理
補
足
し
て
第
謁
回
日
本
医
学
会
総
会
を
前
に
し
た
本
年
三
月
、
思
文

閣
出
版
か
ら
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
概
に
京
都
に
は
約
千
五
百
の
社
寺
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
大
部
分

が
平
安
建
都
以
来
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
人
々
の
信
仰
を
あ
つ
め
て
き
た
。

著
者
は
こ
の
う
ち
特
に
医
療
信
仰
に
着
目
し
て
、
神
社
、
寺
院
、
地
蔵
、
観

音
、
石
や
池
泉
等
の
自
然
物
を
も
ふ
く
め
た
信
仰
対
象
に
つ
い
て
詳
細
に
調

査
解
説
し
て
い
る
。

本
書
の
内
容
を
象
る
と
、
始
め
に
、
信
仰
と
医
療
、
日
本
の
神
々
、
さ
ら

に
信
仰
の
成
立
過
程
か
ら
御
霊
信
仰
、
薬
師
信
仰
と
観
音
信
仰
、
稲
荷
信
仰

と
地
蔵
、
道
教
の
信
仰
等
に
つ
い
て
一
般
論
を
述
べ
て
い
る
。
つ
い
で
京
都

市
の
地
区
（
西
京
区
、
右
京
区
、
中
京
区
、
下
京
区
、
東
山
区
、
左
京
区
、

北
区
、
上
京
区
、
伏
見
区
、
山
科
区
、
南
区
）
に
わ
け
て
、
総
数
一
七
五
の

社
寺
等
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
、
東
山
区
、
仲
源
寺
（
目
疾
地
蔵
）

ｌ
眼
病
平
癒
と
し
て
、
そ
の
条
下
で
寺
伝
、
民
俗
誌
等
か
ら
引
用
し
解
説

を
加
え
、
現
状
に
つ
い
て
は
著
者
の
現
地
探
訪
記
を
載
せ
て
い
る
。

最
後
に
、
散
歩
の
お
わ
り
に
と
題
し
て
、
医
療
信
仰
の
対
象
と
内
容
、
現

奥
沢
康
正
著
『
京
の
民
間
医
療
信
仰
』

代
の
信
仰
に
つ
い
て
著
者
の
見
解
、
結
論
を
述
べ
て
終
っ
て
い
る
。

一
般
に
一
社
寺
毎
の
御
利
益
は
一
項
目
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
一
七
五
の

社
寺
の
各
利
益
の
累
計
は
三
三
三
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
を
ゑ
る
と
、

安
産
五
四
、
諸
病
平
癒
四
二
、
悪
疫
除
け
二
一
、
子
授
け
二
○
、
歯
痛
一
三
、

厄
除
け
二
、
眼
病
こ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
科
別
に
み
る
と
、
産
科

二
二
・
四
％
、
内
科
一
九
・
六
％
、
小
児
科
五
・
八
％
、
婦
人
科
四
・
九
％

と
な
っ
て
お
り
、
産
婦
人
科
領
域
が
最
も
多
い
。

医
学
史
を
ひ
も
と
け
ば
、
原
始
的
医
療
の
発
達
段
階
に
お
い
て
は
、
経
験

的
医
療
と
巫
術
と
が
車
の
両
輪
と
し
て
数
千
年
の
間
、
大
き
な
要
素
を
な
し

て
き
た
。
『
医
心
方
』
巻
一
、
諸
病
不
治
証
第
二
の
条
下
に
、
『
史
記
」
扁
鵲

伝
か
ら
引
用
し
て
、
病
の
六
不
治
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
巫
を
信

じ
て
医
を
信
ぜ
ざ
る
事
を
不
治
の
一
つ
に
あ
げ
て
い
る
。
現
在
巫
の
み
に
頼め

っ
て
医
に
か
か
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
思
う
。
著
者
は
眼
科
の
立
場
か
ら
目

や
梁疾

地
蔵
（
東
山
区
四
条
大
和
路
東
入
ル
）
に
つ
い
て
特
に
詳
述
し
て
い
る
２

私
も
こ
の
目
疾
地
蔵
に
つ
い
て
は
実
に
不
思
議
な
霊
験
を
体
得
し
、
今
も

そ
の
門
前
を
通
る
時
は
、
中
に
入
っ
て
、
瞼
の
腫
れ
あ
が
っ
た
様
に
象
え
る

地
蔵
を
拝
む
の
を
例
と
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
こ
と
は
多
く
の
人
為
が
体
験

し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

著
者
が
最
後
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
民
間
医
療
信
仰
を
科
学
者
の
目
を

も
っ
て
見
な
お
す
と
き
、
人
間
的
な
巾
の
広
さ
、
或
は
医
療
施
術
者
で
あ
れ

ば
、
全
人
的
な
医
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
一
助
と
な
る
と
私
も
考
え
る
。

本
書
は
京
都
市
内
の
医
療
信
仰
の
象
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
例
は
夫
々
の
土
地
に
根
づ
い
て
存
在
し
て
い
る
。
医
史
学
研
究
者

は
い
ま
一
度
原
点
に
立
ち
か
え
る
意
味
に
お
い
て
、
ま
た
一
般
市
民
の
方
点
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｜
会
員
通
信
一

に
は
心
の
安
ら
ぎ
を
得
る
た
め
に
も
、
本
書
の
一
読
を
切
望
す
る
。

（
杉
立
義
一
）

〔
思
文
閣
出
版
・
〒
六
○
六
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七

宮
○
七
五
’
七
五
一
’
一
七
八
一
、
一
九
九
一
年
三
月
・
Ａ
５
判

・
三
二
六
頁
・
二
、
八
八
四
円
〕

願
い
し
ま
す
。

一
、
訂
正

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
八
巻
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
私
の
論
文
「
備

前
蘭
学
の
開
祖
児
玉
順
蔵
と
漢
蘭
折
衷
医
難
波
抱
節
」
の
訂
正
と
追
記
を
お

つ
い
て
（

き
た
い
。

の
高
弟
…

二
、
追

一
一
吋
訓
八
言
口

右
の
論
文
の
投
稿
後
、
箕
作
玩
甫
の
「
西
征
紀
行
」
の
中
に
児
玉
順
蔵
に

い
て
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
下
記
の
文
章
を
追
記
し
て
頂

一
○
五
。
ヘ
ー
ジ
の
本
文
（
表
題
と
著
者
名
を
除
い
て
）
の
五
行
目
「
玄
真

向
弟
…
…
」
を
「
大
槻
玄
沢
の
高
弟
…
…
」
と
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
論
文
の

訂
正
と
追
記
に
付
い
て
の
お
願
い

己L－

中
山

沃

ロ
シ
ア
使
節
応
接
の
た
め
長
崎
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
勘
定
奉
行
川
路
左

衛
門
尉
に
随
行
し
「
藩
耆
和
解
御
用
手
伝
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
箕
作
玩
甫
は
門

人
武
田
斐
三
郎
ら
を
伴
っ
て
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
十
月
三
十
日
に
江

戸
を
出
発
し
た
。
こ
の
長
崎
へ
の
旅
行
記
が
「
西
征
紀
行
」
で
あ
る
。
こ
の

紀
行
の
中
で
、
玩
甫
は
十
一
月
二
十
一
日
、
岡
山
で
児
玉
順
蔵
に
会
っ
た
こ

と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
藤
井
等
を
過
ぎ
て
岡
山
に
達
す
れ
ば
三
時
余
な
り
、
児
島
淳
蔵
（
児
玉
順

蔵
の
誤
り
）
と
い
え
る
者
は
伊
木
某
の
医
な
る
よ
し
、
嘗
て
東
都
へ
も
音
問

を
通
ぜ
し
も
の
な
れ
ば
か
、
謁
を
通
ず
、
黄
昏
来
る
べ
し
と
約
し
、
川
路
君

に
謁
し
、
帰
り
て
斐
三
郎
と
一
盃
を
傾
け
し
比
来
り
ぬ
、
天
文
・
地
理
・
炮

術
に
通
ず
る
な
ど
自
慢
し
、
自
ら
或
い
は
謙
抑
し
、
言
う
所
虚
偽
に
過
ぎ
ず
、

斐
三
郎
、
狂
人
な
る
べ
し
と
目
し
し
は
恨
（
誤
に
同
じ
）
ら
ざ
る
べ
し
、
又

菓
子
、
肴
核
を
贈
る
、
酔
を
尽
く
し
て
寝
ぬ
」

八
文
献
Ｖ

木
村
岩
治
編
「
箕
作
玩
甫
、
西
征
紀
行
、
幕
末
の
日
露
外
交
」
津
山
洋
学

資
料
館
友
の
会
、
一
九
九
一
（
平
成
三
）
。
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